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C―55 縫製作業の疲労の研究（第四報）

一縫製工場従業員の自覚症状についてｰ一一

中村学園短大　0 石橋葉子　原栄子

〔日本家政学会

　目的　縫製作業の疲労について、筆者らは先きに学生を対象として、未経験者の場合、

作業環境条件の相違の場合等について報告した。今回は、縫製工場の従業員を対象として、

疲労の自覚症状について調査し結果を得たので報告する。

　方法　I ）期間はi5'77年８月20日－26日までの１週間、11）調査地は佐賀県神崎郡三田

川町にある縫製工場、ill ) 対象人員は約110名、IV ）調査項目は疲労感と自覚症状、調査表

は、産業衛生協会、産業疲労研究会作成による自覚症状調査表を使用した。　V ）調査時間

は、作業前（８時）と作業後（17時）である。　VI ) 疲労感■自覚症状とも土曜日から翌週

金曜日に至る１週間の変化と従業員の持つ杜会的条件・生活条件等、11項目の面から検討

した。1 1項目とは、職種・経験年数・年令・性別・結婚・未婚の別・子供数・親と同居・

別居の別・通勤時間・昨日の疲労度・寝つきの工合・睡眠時間等である。-

　結果　疲労感■自覚症状訴え率とも土曜日が、一番高く、月曜日が、それに続いた。50

項目別自覚症状では「足がだるい」「目が疲れる」「肩がこる」等の項目に訴えが多く集

中した。職種別では、アイロンかけ・縫製・グレイダー等の職種に訴えが多かった。経験

年数で３年以上５年以下の者に、年令では25才以上30才以下の者に訴えが多かった。

C－56 縫製作業の疲労の研究（第五報）

　一縫製工場従業員の生理機能の変動について一
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　目的　前報では縫製工場従業員約1 10名を対象として、疲労感と自覚症状について、作

業前・作業後の調査結果について報告した。本報では従業員９名について生理機能を測定

し、合せて自覚症状についても調査したので報告する。

　方法　I ）検査期日、検査地は前報と同じである。｜）被検者は９名の成人女子である。

Ili)測定項目はフリッカー値・数字判別検査値・調査項目は疲労感と自覚症状である。

IV）測定調査時間は午前と午後の作業前後の計４回であるがフリッカー値だけは午前と午

後の中間に測定回数を１回ずつふやし計６回測定した。

　結果　フリッカー値は作業後低下した。低下の大きな測定時点は10時と15時であった。

分散分折による検定の結果、被検者、経過時間の要因と被検者と曜日、経過時間と被検者

の交互作用に〔15 価の危険率で有意差が認められた。曜日別Iでは１日目の土曜日と６日目の

金曜に低下が大きかった。数字判別検査値は作業後低下した。分散分折による検定の結果、

被検者・曜日・経過時間にそれぞれ1 価の危険率で有意差が認められた。




